
◎  【地震防災対策強化アクションプランに基づく集中取組】地震防災対策の充実・強化

1 地域防災力の強化事業費
[010201]

危機管理防災課 R７予算

　

2 危機管理体制の整備、防災

対策の推進事業費
[010201]

危機管理防災課 R７予算

◎  火山防災対策の推進

3 火山防災対策推進事業費
[010201]

危機管理防災課 R７予算

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業 危機管理部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

　 *信州防災アプリダウンロード数（累計）：25,725件（2022年度）→60,000件（2025年度）

21,314 R６当初 29,013

自助・共助の促進や避難所環境の改善のため、「自らの命は自らが守る」意識
として、災害を自分のこととして考えていただく取組を推進します。

　　  ・インフルエンサー広告等を活用した一人ひとりの防災対策意識の向上
　  　・信州大学との連携による防災人材の育成（防災人材育成研修会の
        開催、南海トラフ地震に備えた「昭和東南海地震」アーカイブの作成）
　  　・体験型の避難所設置研修による避難所TKB（トイレ・キッチン・ベッド）
　　　　の改善
【新】・被災者の自立・生活再建を支援する災害ケースマネジメントの導入・
　　　　定着に向けた、社会福祉協議会等との仕組みづくりの検討

危機管理体制強化のため、発災時に孤立する可能性があると予想される地域
への情報通信機器の整備促進、県内外からの支援物資を提供する広域物資
輸送拠点の運営円滑化、罹災証明書の発行迅速化を進めます。

【新】・発災時に孤立の可能性があると予想され、かつ通信手段を有しない
　　　　地域を対象に、市町村が行う通信機器整備に要する経費の補助
【新】・広域物資輸送拠点の運営マニュアルの整備
　　　・デジタルツールを活用した住家被害認定調査研修会の開催

56,053 R６当初 1,050
[R6.6月補正等] [59,847]

県全体の火山防災力の強化・充実のため、火山対策総合アドバイザーなど火
山人材の積極的な活用を進めるとともに、各火山地域における火山防災の普
及啓発に係る取組を支援し、火山防災意識の向上と火山と共生する地域づく
りを進めます。

　　　・火山対策総合アドバイザーの配置
　　　・御嶽山火山マイスターの認定、支援
　　　・NPO法人日本火山学会秋季大会（開催地：松本市）に合わせて
　　　 親子向けの「火山防災教室」の開催
【新】・佐久地域で「浅間山火山防災勉強会」の開催

*御嶽山火山マイスター数（累計）：23人（2022年度）→38人（2025年度）

17,879 R６当初 17,923

10 (危機管理部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 防災情報基盤の整備

4 防災行政無線設備更新

事業費
[010101]

*更新工事の計画的な実施率100％(2025年度)

消防課 R７予算

◎ 消防体制の充実・強化

5

[010103]

*消防防災ヘリコプターの安全運航

消防課 R７予算

6 消防団充実強化支援事業費
[010102]

*信州消防団員応援ショップ：1,260件(2025年度)

消防課 R７予算

災害時に通信途絶が発生することなく、迅速かつ確実な情報の収集及び伝達
を行うため、衛星系防災行政無線の機能高度化を図るとともに、老朽化した設
備を更新します。

      ・防災行政無線衛星系（端末局）更新工事

3,693,315 R６当初 1,038,218

消防防災航空体制再構築
事業費

更なる安全運航体制を確保するため、民間航空会社等での訓練・研修の実施
により隊員の技術の向上を図ります。

　　  ・安全運航のための訓練・研修
　　  ・操縦士・整備士の育成

120,600 R６当初 124,212

消防団活動に対する支援を充実強化していくとともに、活動への理解や入団
を促進していくため、若者や女性等を対象とした一日消防団員体験の実施や
入団意欲の喚起を目的とした事業による意識啓発に取り組みます。

　　  ・消防団活動に対する理解や入団を促進するための一日消防団員体験
　　　 の実施

11,105 R６当初 8,128

11 (危機管理部-2)



◎ 持続可能な地域公共交通の確保・維持

1

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

2

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

3

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

県有民営による幹線バス
路線確保対策事業費

県内バス路線の基盤強化を図るため、県がバス車両を購入し、地域間幹
線バス路線を運行する乗合バス事業者に貸与します。

　　　・貸与台数　　10台
　　　・貸与先　　　 長電バス株式会社(2台)
　　　　　　　　　　　  アルピコ交通株式会社(5台)
　　　　　　　　        千曲バス株式会社(1台)
　　　　　 　　　　     上田バス株式会社(1台)
　　 　　　　　　　     信南交通株式会社(1台)

*地域間幹線バスの１日当たり輸送量：23.8人(2025年度)

303,749 R６当初 295,689

高速乗合バス路線確保
事業補助金

長野・飯田間を結ぶ高速乗合バス路線（みすずハイウェイバス）の確保・
充実を図るため、実証的に増便し、当該路線の運行を支援します。

　　　・事業主体　アルピコ交通株式会社、伊那バス株式会社、
　　　　　　　　　　 信南交通株式会社
　　　・対象経費　みすずハイウェイバスの運行に要する経費
　　　・補助率　　 10/10以内

*みすずハイウェイバスの運行便数：4往復便→7往復便(2025年度)
*輸送人員：80,000人（2026年度）

122,815 R６当初 50,471

ドライバー等人材確保支援
事業費

持続可能な地域公共交通・物流を実現するため、バス・タクシー・トラックド
ライバー等の人材確保に向けた取組を実施します。

　　　・求職者向けのマッチングイベントを開催
　　　・地域就労支援センターに「運輸業界」相談窓口を設置
　　　・他都道府県から移住してバスドライバーに就業する者に対し、
　　　  移住経費を支援（1人当たり最大50万円）

*県内乗合バス事業者の運転手数：1,500人（2028年度）
*県内タクシー事業者の運転手数：3,200人（2028年度）

11,965 R６当初 17,105

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業 企画振興部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

12 (企画振興部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

5

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

6

[020901]

交通政策局交通政策課 R７予算

交通DXによる公共交通
利用転換事業費

自家用車から公共交通への転換を図るため、交通DXの推進により公共
交通の利便性向上に取り組みます。

【新】・新たなバスロケーションシステムの開発・導入
 　　 ・オープンデータ化推進のための研修会の開催

*県内路線バス情報におけるGTFS-JP整備率：100%（2028年度）

13,134 R６当初 2,591

*県内バス路線における地域連携ICカード導入率：40％（2028年度）

215,202 R６当初 231,308

「交通空白」輸送確保支援
事業補助金

公共交通等を地域住民や来訪者が使えない「交通空白」の解消を図るた
め、国と協働して市町村等に対する伴走支援を行うとともに、新たに自家
用有償旅客運送に取り組むNPO法人等を支援します。

　　　・事業主体　NPO法人、一般社団法人、社会福祉法人等
【拡】・対象経費　自家用有償旅客運送若しくは道路運送法における
　　　　　             許可又は登録を要しない運送の開始に要する経費
　　　　　             （車両購入費・賃借料、法定講習受講料等）
　　　・補助率　　 1/2以内

*自家用有償旅客運送等を新たに開始する者：15者(2025年度)

10,000 R６当初 5,233

県下統一地域連携ICカード
整備事業費

公共交通機関の利便性向上を図るため、県内の乗合バス事業者等が行
う地域連携ICカードの導入を支援します。
　
　　  ・地域連携ICカード導入支援事業補助金
　　       対象経費　路線バスへの地域連携ICカード導入に要する経費
　　　　　　　　　　　　　（システム開発費、設備整備費等）
　　       補助率　　 1/3以内
【新】・県内で統一的な地域連携ICカードを導入するための体制構築

13 (企画振興部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

7

[020902]

交通政策局交通政策課 R７予算

【地】
8 大糸線利用促進事業費

[020902]

交通政策局交通政策課 R７予算

◎ デジタル・最先端技術の活用の推進

9 市町村DX推進支援事業費
[020301]

DX推進課 R７予算

県・市町村が足並みを揃えて効率的・効果的にDXを推進するため、外部
デジタル人材を活用したアドバイザーチームによる市町村の伴走支援を
実施します。

　　　・外部デジタル人材を確保し、個別の市町村におけるDXの推進に
        係る状況を把握、分析するとともに、課題解決に向けた助言等を
　　　  実施

*支援団体数：20団体（2025年度)

36,804 R６当初 35,611

北陸新幹線の敦賀延伸や大阪・関西万博を契機としてJR大糸線の本格
的な利用促進に取り組むため、沿線市町村とともに実施する利用促進策
に係る経費の一部を負担します。

　　　・大糸線プロモーション事業
           大糸線に係る広報の強化、イベント開催、旅行商品の造成等
　　　・大糸線バス増便事業
　         北陸新幹線との接続を考慮したバス運行
　         乗降調査（実施区間：糸魚川駅から白馬駅まで）

*旅行商品の造成：年2回
*鉄道・バス便数：18便（2023年度）→24便（2025年度）

18,843 R６当初 6,000
[R6.6月補正] [11,000]

地域鉄道安全性向上支援
事業等補助金

地域鉄道の安全性を確保するため、地域鉄道事業者が行う設備整備を
支援します。さらに脱線事故を踏まえ、しなの鉄道（株）が緊急安全対策と
して実施する修繕を新たに支援します。

　　　・地域鉄道安全性向上支援事業補助金
　　       対象経費  PCマクラギ化、レール交換、新型車両の導入等に
　　　　　　　　　　　  要する経費
　　       補助率　　 1/6以内

【新】・しなの鉄道緊急安全対策支援事業補助金
　　       対象経費　鉄道資産（レール、マクラギ等）に対して、緊急的に
　　　　　　　　         実施する修繕に要する経費
　　       補助率　　 2/3以内

*鉄道施設の老朽化、設備不良に起因する重大事故の発生：0件（2025年度）

622,098 R６当初 446,078
[R6.1月補正] [123,980]

14 (企画振興部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10 信州次世代空モビリティ活
用推進事業費

[020301]

*補助件数：4件（2025年度）

DX推進課 R７予算

11 デジタル活用支援推進
事業費

[020301]

*講習会開催市町村数（累計）：68市町村（2024年度（見込））

DX推進課 R７予算

◎ 地域活力の維持・発展

12 地域振興局事業費
[020602]

*支援金を新たに活用した団体数：90団体(2025年度)

*推進費を活用した事業における成果指標のうち、達成したものの割合：

  74%(2025年度)

地域振興課 R７予算

13 地域活性化推進事業費
[020601]

*市町村地域おこし協力隊員の定着率：77.6%(2025年度)

*特定地域づくり事業協同組合制度コーディネーターによる伴走支援実施

 市町村数：10市町村(2025年度)

地域振興課 R７予算

地域の課題を自主的・主体的に解決しようとする取組の推進のため、地域
づくりの担い手の活動支援や育成、特定地域づくり事業協同組合制度の
活用促進を行います。

　　　・県で協力隊を継続して配置し、制度の活用方法を周知すると
　　　　ともに、実際の制度活用に向けたサポートを実施
　　　・特定地域づくり事業協同組合制度の活用を促進するため、
　　　　設立検討段階から運営支援まで一貫した支援を実施

23,040 R６当初 23,091

地域の強みや特性を最大限に生かした地域活性化を図るため、多様な
主体による自主的・主体的な取組を支援するとともに、地域振興局長が
リーダーシップを発揮し、現地機関が一体となって施策に取り組みます。

　　　・「地域発 元気づくり支援金」の制度を改正し、支援対象を広域的な
　　　　連携事業と持続可能な地域づくりに真に資する事業に重点化する
　　　　とともに、信州未来共創戦略に基づき指定する事業に対する補助
　　　　率をかさ上げして支援
  　　・地域振興推進費を活用した地域課題解決のための事業の実施

735,947 R６当初 774,581

誰もがデジタル化の恩恵を受けられる社会の実現に向けて、デジタル活
用に不安のある高齢者等の支援を行います。

　　　・スマートフォンの基本的な扱い方を始め、スマートフォンを利用した
　　　　行政手続等に関する助言や相談を行う講習会を開催

→77市町村（2025年度）

5,965 R６当初 5,307

山岳地特有の移動、物流、災害対応等の地域課題の解決に資するた
め、ドローンや空飛ぶクルマ等の次世代空モビリティの社会実装に取り組
む企業・団体等を支援するなど、早期の社会実装に向けた環境整備を進
めます。

【拡】・企業・団体等に対して次世代空モビリティの社会実装の取組に
        係る経費を補助
　　　・ドローンサービスの活用を促進するプラットフォームを運営

25,720 R６当初 48,890

15 (企画振興部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

14

[020601]

地域振興課 R７予算

15

[020701]

  達成したものの割合：47%(2025年度)

地域振興課 R７予算

◎ 信州まつもと空港の利便性向上と更なる活性化の推進
【地】
16

[021001]

*国内定期便利用率：72.5％(2023年度)→70.0％(2025年度)

*国際チャーター便就航数：0便(2023年度)→24便(2025年度)

交通政策局松本空港課 R７予算
[R6.9月補正等] [42,287]

市町村の広域連携推進
事業補助金

市町村の持続的・効果的な行政サービスの提供に資するため、国の支援
制度が適用されない地域において、市町村が広域的に連携して実施す
る事業に対して助成します。

　　　・対象地域　木曽地域　６町村
　　　・補助率　 　１/２以内

*市町村の広域連携推進事業交付金を活用した事業における成果指標のうち、

17,000 R６当初 36,000

信州まつもと空港利活用・
国際化推進事業費

信州まつもと空港の発展・国際化を推進するため、発着路線の利用促進
や拡充に取り組むとともに、安全・安心な空港に向けた管理運営を行いま
す。

【地】・広告宣伝活動や旅行商品造成支援等による国内線の利用促進
【拡】・沖縄とのチャーター便の旅行商品造成支援及び広告宣伝費助成
　　　・国際チャーター便の誘致及び国際乗継便の利用促進
　　　・空港施設・設備の整備、修繕及び保守管理等
【新】・新基準を適用した滑走路端安全区域（RESA)の整備
【新】・航空灯火の更新・LED化
【新】・空港機能強化に係る概略検討

2,210,758 R６当初 464,082

輝く農山村地域創造推進
事業費

地域ぐるみの意欲的な活動で成果を挙げている市町村として選定した、
飯綱町・根羽村・飯島町に対し、輝く農山村地域創造に向けて、財政的
支援や地域づくり支援組織による伴走支援などを実施します。

      ・輝く農山村地域創造に向け、市町村に対する財政的支援により
　　　 取組を加速化
      ・地域づくり支援組織による市町村の取組への伴走支援

*輝く農山村地域の創造に取り組む市町村数（累計）：４市町村(2025年度)

57,430 R６当初 43,298

16 (企画振興部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 移住・交流の推進
【地】

17 移住・交流推進事業費

[020603]

地域振興課 R７予算

◎ 世界との積極的なつながり・交流の推進
【新】
18 海外県人会次世代人材

育成事業費

[020801]

*プログラム参加者による現地SNS等による発信回数：10回以上（2025年度）

国際交流課 R７予算

◎ 人口減少対策の推進

19 県民会議運営事業費

[020101]

総合政策課 R７予算

県民一人ひとりの価値観の転換や行動変容を促し、急激な人口減少の
緩和と人口減少社会への適応を進めるため、「私のアクション！未来の
NAGANO創造県民会議」の運営費を負担し、ターゲットにあわせた効果
的な広報等を実施します。

55,000 R６当初
[R6.11月補正] [15,244]

海外から活力や知見を取り込み、県内経済や地域のグローバル化を推進
するため、海外県人会から次世代を担う若者を研修生として受け入れ、人
的ネットワークを強化します。

　　　　　　・語学研修、文化研修等の実施

6,372 R６当初 0

移住者や二地域居住者等の関係人口を県内に呼び込むため、移住等相
談体制の強化やプロモーションの革新、信州の「ヒト・コト・モノ」を活かした
交流を促進する取組をパッケージ化して展開します。

【拡】　　　・田舎暮らし「楽園信州」推進協議会と連携した移住セミナー等
　　　　　　　の開催
【拡】　　　・NPO法人ふるさと回帰支援センターとの連携
　　　　　　・地域で空き家利活用に取り組む専門人材を育成するための
　　　　　　　研修の実施
【新】【地】・広域的な移住・二地域居住等の推進に向けた県採用地域
               おこし協力隊の配置
【新】　　　・民間の知見を踏まえた移住等プロモーションの革新と市町村
　　　　　　　の広報スキルアップの促進
【新】【地】・地域の魅力的な「ヒト・コト・モノ」に関わる大都市圏の
　　　　　　　つながり人口を創出するプログラムの実施
【新】　　　・特色あるコンテンツを活かした信州ワーキングホリデーの実施

*移住相談件数：　9,389件(2023年度)→10,091件以上(2025年度)
*移住イベント参加者数：1,308人(2023年度)→1,499人以上(2025年度)

111,902 R６当初 60,349

17 (企画振興部-6)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ EBPMの推進

20 EBPM推進事業費

[020201]

統計室 R７予算

◎ 県民等の立場に立った広報の推進
【新】
21 重点広報事業費

［020503]

広報・共創推進課 R７予算

22 発信力強化事業費

［020503]

広報・共創推進課 R７予算

　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
23 LINE公式アカウントによる

情報発信事業費 　
　 [020503] 　
　 　
　 　
　 　

　 　
　 　
　 　
　 広報・共創推進課 　 R７予算

　 　 　　 　 　 　

県民等が自ら情報を取りにいかなくても、自分の知りたい県公式ホーム
ページなどの県政情報を受動的に入手できるようにするため、LINE公式
アカウントによる情報発信を行います。

　　　・年代や関心等の属性に応じて情報を発信するセグメント配信など
        の機能 を有するLINE公式アカウントの運用
【拡】・友だち登録者数の増加に向けたLINEスタンプの配布やデジタル
　　　　ポイントプレゼントキャンペーンの実施

*LINE公式アカウントによる発信回数:年150回以上（2025年度）

21,000 R６当初 8,800

行政が「伝える」広報を県民等が「知りたい」広報に転換するため、広報戦
略アドバイザー（仮称）を配置し、各種広報活動に対する助言を行うほ
か、民間の専門人材を活用した発信力の強化に取り組みます。

【拡】・県広報の方向性や個別事業への助言
【拡】・職員研修の実施

*研修実施回数：12回（2025年度)
*県広報の方向性や個別事業への助言：62回（2025年度)

2,737 R６当初 2,442

50,468 R６当初 0

客観的な根拠（データ）に基づく政策立案（EBPM）を一層推進するため、
職員に対しデータを活用した課題解決の進め方や、分析手法に関する知
識・技術の普及を図ります。

　　　・EBPMによる課題解決のためのモデル構築及び活用の推進
　　　・専門家による実践の支援
　　　・職員向けデータ利活用研修等の実施
【新】・民間データツールの活用

*研修受講者数：160人(2025年度)

4,147 R6当初 8,526

県政の重点施策の発信を強化するため、特に広報すべき県政情報につ
いて、ターゲットに応じた適切な広報媒体を活用して重点的な発信を行い
ます。

18 (企画振興部-7)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
24 若手インフルエンサーを活

用した情報発信事業費

[020503]

*テーマ数：12回（2025年度）

広報・共創推進課 R７予算

◎ 協働・共創の推進

25 共創推進事業費

[020502]

広報・共創推進課 R７予算

県民や企業、団体などと連携・協働した課題解決を一層進めるため、
様々な仕組み等を活用した共創の推進に取り組みます。

　　　・県の課題を提示し、企業等から課題解決の提案を受付け
　　　・包括連携協定企業と県が互いの課題を共有し共創分野を模索
　　　　する共創セッションを開催
　　　・共創推進パートナー（民間専門人材）を活用した施策を推進
　　　・企業や団体などが参画し新たな発想や問題意識を取り入れ、
　　　　共に創り上げた県民参加型予算（提案・共創型）を、令和７年度
　　　　予算案へ反映※
　　　※予算計上は該当部局で実施

*共創セッションへの参加企業数　10社（2024年度）→15社（2025年度）

3,559 R６当初

若年層への情報発信を強化するため、若者から支持されるインフルエン
サーを「長野県広報パートナー（仮称）」に任命して県の取組を発信しま
す。

12,000 R６当初 0

3,916

19 (企画振興部-8)



◎ 県有施設の省エネ化・長寿命化の推進

1 中長期修繕・改修事業費
[030602]

財産活用課 R７予算
[債務負担行為額]

2

[030602]

*県庁舎ＬＥＤ化によるCO2削減量:172t-CO2（2026年度）

財産活用課 R７予算

3

[030602]

財産活用課 R７予算
[債務負担行為額]

4 県有施設浸水対策事業費
[030602]

財産活用課 R７予算

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

県庁舎の省エネルギー化を推進するため、照明設備のＬＥＤ化工事等を実施
します。

545,272 R６当初 624,413

[125,271] [R6.1月補正] [756,473]

総務部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

「施設の中長期修繕・改修計画」に基づき県有施設の長寿命化を図るため、
計画的に修繕・改修工事等を実施します。

1,261,894 R６当初 1,828,450

県庁舎省エネルギー改修
事業費

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

災害拠点施設等における浸水対策を強化するため、止水板設置等工事を実
施します。

869,898 R６当初 390,984

県有施設の省エネルギー化を推進するため、照明設備のＬＥＤ化工事等を実
施します。

*県有施設ＬＥＤ化によるCO2削減量:1,540ｔ-CO2（2027年度）

1,530,951 R６当初 145,112
[683,680]

県有施設照明ＬＥＤ化事業
費

20 (総務部-1)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

◎ 県有地の有効活用

5

財産活用課 R７予算

◎ 真に役立つ県組織を目指した組織風土改革「かえるプロジェクト」の推進

6 職員人材育成強化事業費
[030202]

人事課 R７予算

7

財産活用課

コンプライアンス・行政経営課 R７予算

【新】
8 業務改革（ＢＰＲ）推進事業費

[030201]

*県組織全体の業務量削減率：△18％（2035年度）

人事課 R７予算

人口減少に伴い、職員の確保が困難な状況下にあっても、職員が付加価値の
高い業務に注力できる環境を整備し、複雑化・多様化する行政課題に的確に
対応できる県組織へ変革していくため、徹底した業務改革（ＢＰＲ）に取り組み
ます。

　　　・専門事業者によるBPR実行支援の実施
　　　・幹部職員、管理職職員、一般職員など、職層別にBPRの戦略的意義
　　　 や実行力、ノウハウを習得するための研修の実施

58,748 R６当初 0

創造的かつ効率的な働き方への転換を促進し、県民サービスの向上を図るた
め、業務の内容に応じて働く時間や場所を自ら選択して働く「ＡＢＷ」（Activity
Based Working）の概念を取り入れたオフィス改革を推進します。
　
　　　・県庁の執務室を対象に、フリーアドレス化や打合せスペースの拡大、
　　　　集中作業スペースの新設等を実施
　　　・現地機関への展開を見据え、合同庁舎の一部でオフィス改革を試行

91,167 R６当初 41,936

*キャリア形成研修の活用度：73.0点以上

県庁周辺県有地等有効活
用事業費

かえるプロジェクトからの提言を踏まえ、職員が「明るく・楽しく・前向きに」働け
る環境づくりを進めるため、喫緊の課題解決に向けた研修を実施・充実しま
す。

　　　・課室長等を対象としたマネジメントスキルアップ研修の実施
　　　・係長が心理的安全性の確保等について学ぶマネジメント基礎研修の
 　 　  実施
　　　・若手職員のやりがいを醸成する研修の実施
【新】・所属職員の育成・支援等を担う管理職等を対象としたキャリア支援者
　　　　研修の実施

*リーダー養成研修の活用度：79.8点以上

11,882 R６当初 13,008

警察本部庁舎の整備など、県庁周辺県有地等の有効活用に必要な測量や地
盤調査等を行います。

72,276 R６当初 14,838

新しい働き方実現のための
オフィス改革事業費

21 (総務部-2)



◎ 県民生活の安全確保

1 交通安全推進事業費
[040302]

くらし安全・消費生活課 R７予算

2 消費生活安定向上事業費
[040301]

くらし安全・消費生活課 R７予算

◎ 文化芸術の振興

3 文化芸術振興事業費
[040201]

文化振興課 R７予算

［Ｒ6.11月補正］ [13,753]

誰もが文化芸術と触れあい、文化芸術があらゆる分野に生かされるよう、「長野
県文化芸術振興計画」に基づく文化芸術施策を展開します。

　　　・信州アーツカウンシルによる助成、相談・助言、様々な主体との
　　　　連携・協働
　　　・セイジ・オザワ 松本フェスティバルを共催
　　　・県立文化施設の適正な管理運営の実施
　　　・県立美術館における企画展等の開催

*信州アーツカウンシルの連携・協働・協力団体数：
　84団体(2023年度)→100団体(2025年度)
*県立文化会館ホール利用率：64.8%(2023年度)→70.0%(2025年度)
*県立美術館の企画展・常設展観覧者数：278,000人(2025年度)

2,309,518 R６当初

消費生活の安定・向上のため、消費者教育・啓発を実施するとともに、市町村
消費生活相談体制を支援します。

　　　・県民が自主的かつ合理的に行動できる「自立した消費者」となるため、
　　　　消費者大学や出前講座を実施
　　　・事業者との協働による県民のエシカル消費の実践につながる取組の
　　　　推進
　　　・市町村消費生活相談員や窓口担当者に対する研修及び技術的支援
　　　　の実施
　　　・県警・市町村・関係団体と連携した電話でお金詐欺（特殊詐欺）被害
　　　　防止対策の推進

*消費者大学・出前講座等受講者数：14,809人(2023年度)→22,000人(2025年度)
*エシカル消費を理解している人の割合：8.6%(2023年度)→29.1%(2025年度)

114,981 R６当初 135,414

2,014,144

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業 県民文化部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

交通事故のない安全で安心な県民生活を実現するため、関係団体等と連携
し、自転車の安全な利用や高齢ドライバーの事故防止対策等を推進します。

　　　・長野県交通安全運動推進本部・地方部による啓発活動等の実施
　　　・高齢ドライバーへの安全運転サポート車の普及啓発、運転能力の
　　   低下に対する「気付き」を促す講習会講師の養成
　　　・交通事故相談所を通じた被害者等への相談及び助言の実施
　　　・自転車用ヘルメットの着用啓発活動の実施

*交通事故重傷者数：545人(2024年)→500人以下(2025年)
*高齢ドライバーによる交通事故件数：1,461件(2024年)→1,460件以下(2025年)
*自転車用ヘルメット着用率：80%（2025年度）

24,564 R６当初 48,048

22 (県民文化部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 文化財の保存活用事業費
[040202]

文化振興課 R７予算

◎ 若者の結婚・出産・子育ての希望実現

5 結婚・子育て応援事業費
[040601]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

6 若者のライフデザイン支援

事業費
[040601]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

若者が自らの生き方を選べるようにするため、仕事だけでなく、結婚や家庭、
子育て等を含めた総合的なライフデザインについて、若者自らが考える機会を
提供します。

【拡】・大学生や若手社会人向けのライフデザインセミナーを開催
【拡】・長野県結婚・出産・子育て応援サイト「チアフルながの」による情報
　　　　発信を強化

*ライフデザインセミナー　大学生20回、社会人向け40回
*結婚・出産・子育て応援サイト「チアフルながの」ページビュー数：
　630,865件/年(2023年度)→676,644件/年（2025年度）

28,206 R６当初 2,213

少子化に歯止めをかけるため、結婚や子育ての希望をかなえることができる環
境を整備します。

【拡】・ながの結婚マッチングシステムの登録者を増やすため、長野県婚活
　　　　支援センターの民間委託による運営強化や登録方法の改善を実施
      ・企業等とともに異業種交流イベント・婚活セミナーを開催し、結婚支援
　　　　の取組を強化
　　　・新婚世帯等の経済的負担軽減のため、「結婚応援パスポート」の電子
　　　　化を推進
　　　・市町村が実施する結婚支援に対する取組や、子育て等に温かい社会
　　　　づくり・機運醸成の取組を補助
　　　・子育ての経済的負担軽減、機運醸成等のため、「ながの子育て家庭
　　　　優待パスポート」利用促進や、男性の育児参画推進に係る取組の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

*ながの結婚応援パスポート協賛店舗数：
　715店舗(2023年度)→800店舗(2025年度)
*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：
　114件(2023年度)→125件(2025年度)

389,706 R６当初 322,311

県民の文化財に対する理解を深めるため、文化財の確実な保存・継承と活用
を推進するとともに、歴史資料等を収集・保存し、広く県民の利用に供します。

　　　・指定文化財の所有者等が行う保存修理や防災対策等に対する補助
　　　・県立歴史館における企画展や各種講座等の開催
　　　・新たな長野県史の編さんに向けた準備
【新】・地域振興局と連携した民俗芸能の保存・継承支援

*新規の文化財指定等件数：26件（2025年度）
*県立歴史館利用者数：100,000人(2025年度)

411,460 R６当初 418,606
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

7 子育て支援推進事業費
[040702]

こども若者局こども・家庭課 R７予算

8 保育士確保等対策事業費
[040702]

こども若者局こども・家庭課 R７予算

◎ 子ども・若者が夢を持てる社会の創造

9 子ども・若者育成支援事業

費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算
[31,983]

子ども・若者が健やかに育つことができ、支援を必要とする子ども・若者を支え
ることができる環境を整備します。

　　　・信州こどもカフェ普及拡大のため、運営費を支援するとともに、開催
　　　　頻度向上のための研修会を開催
　　　・こども基本法に基づき子どもの声を政策に反映させるため、モニター
　　　  アンケート調査や意見交換を実施　　　　　　　　　　　　　　等

*信州こどもカフェを設置している市町村数：
  52市町村(2023年度)→65市町村（2025年度）

36,751 R６当初 34,776
［Ｒ6.1月補正］

保護者が安心して子どもを預けられる環境を整備するため、保育士の確保に
取り組むとともに、保育の質の向上に取り組む保育所等を支援します。
 
　　　・「保育士・保育所支援センター」が行う伴走支援や再就職支援研修
　　　　により、潜在保育士の復職を支援
　　　・保育士希望者を増加させるため、県外保育士の就職活動に係る旅費
　　　　等及び移住に係る費用を支援
　　　・0、1歳児の保育士を国基準以上に配置する私立保育所へ助成
【新】・保育所等の施設長等を対象に、保育士の確保・定着に向けた研修会
　　　　を実施
【新】・高校生等に保育の魅力を体感する機会を提供

*就業希望者のマッチング数：39人（2023年度）→100人（2026年度）

*保育士加配に係る補助実施市町村数：20市町村（2025年度）

256,986

社会全体で子どもたちの育ちを支え、次世代を担う子どもたちが安心して暮ら
すことができる社会を実現するため、子育て支援を総合的に実施します。

　　　・妊娠時から出産・子育て期に伴走型支援と経済的支援を一体的に
　　　　実施する市町村の取組を支援
　　　・３歳未満児の保育料について、第３子以降を無償化、第２子を半額に
　　　　軽減するほか、低所得世帯への支援に取り組む市町村を支援
　　　・医療的ケアを必要とする児童の受入体制整備を支援
　　　・市町村が独自に行う未就学児を育てている家庭への支援を後押し
　　　・信州の豊かな自然環境と多様な地域資源を活用した「信州やまほいく
　　　　（信州型自然保育）」の普及を推進

*子ども・子育て応援市町村交付金を活用する市町村：77市町村(2025年度)
*信州やまほいく認定園が所在する市町村数：
　46市町村(2023年度)→64市町村(2025年度)

1,014,588 R６当初 1,255,160

R６当初 250,195
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10 長野県大学生等奨学金事

業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

11 将来を担う若者交流・社会

参画促進事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

【新】
12 沖縄県との若者交流事業費

[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

13 困難を有する子ども・若者の

自立支援事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

不登校やひきこもりなどの困難を有する子ども・若者の自立を支援するため、
相談・支援体制を整備します。

【拡】・ヤングケアラー専用相談窓口の設置や実態調査の実施、外国語対
　　　　応通訳の派遣等
【拡】・子ども・若者の相談や助言を行う「子ども・若者総合相談センター」を
　　　　設置運営
【拡】・子ども・若者の自立支援を行う団体の運営費を補助             等

*子ども・若者総合相談センターの要支援者の支援完了及び継続の割合：
　95％以上
*自立支援の場を利用する者の支援中止の割合：0％

95,881 R６当初 70,561

相互理解の促進や郷土愛の醸成、地域づくりの核となる人材を育成するた
め、沖縄県との若者交流の機会を創出します。
　
　　　・沖縄県との交流連携協定に基づき、自然・歴史・文化などを学び
　　　　ながら、両県の若者同士が交流する機会を提供

*参加者アンケートにおいて、プログラムへの満足度80％以上(2025年度）

6,162 R６当初 0

若者の社会参画を促すため、行政や企業等に対して信州をよりよくする提案
を行う場を設けるとともに、若者の交流を促進します。

　　　・若者同士が交流し、若者の主体的な活動の支援等につなげる場とし
　　　　て、会議やイベント等を開催

5,044 R６当初

大学等への進学希望を応援するため、将来有望な若者に対して給付型奨学
金を支給します。

　　　・給付額　　　国公立３万円/月　私立５万円/月　等
　　　・選考基準　 家計・学力や顕著な活動実績等を基に選考
　　　・募集時期　 令和７年秋頃を予定（令和８年度入学生向け）

*受給者アンケートにおいて、本奨学金が進学の後押しとなった者の割合：
 60%以上(2025年度)

65,003 R６当初 44,556

4,466

25 (県民文化部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

14 発達障がい者支援事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

15 ひとり親家庭支援事業費
[040701]

こども若者局こども・家庭課 R７予算

16 新たな社会的養育推進

事業費
[040801]

こども若者局児童相談・養育支援室 R７予算

［Ｒ6.1月補正］ [60,821]

こどもが大切にされ、安心して自分らしく成長できる社会の実現に向けて、社
会的養護が必要なこどもの養育環境の改善を図るとともに、悩みや困難を抱
える全てのこども及びその家族を社会全体で支えていく取組を推進します。

　　　・産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携した、出産後の養育に
　　　　リスクを抱える妊産婦等への相談支援、入所等による生活支援を実施
　　　・身近な場所で専門的な児童家庭相談を行う児童家庭支援センター
　　　  の運営費を支援
　　　・こどもの権利擁護のため、意見表明等支援員がこどもの声を聴き、
　　　　適切に対応する体制を整備
【新】・児童養護施設や里親家庭等で暮らすこどもと実親との関係調整や
        早期の家庭復帰のための実親支援等を強化
【新】・社会的養護経験者（ケアリーバー）の自立を支援するため、相互交
         流の場の提供や生活・就労等の相談支援を行う拠点を整備
【新】・施設や里親家庭で暮らすこどもの自己肯定感や生きる意欲の向上を
        図るため、習い事や就業体験に係る経費等を補助

*社会的養護のこどものうち、まわりの大人が意見等を聞いてくれていると
  答えたこども の割合：73.0%（2024年度）　→　100％（2029年度）

198,190 R６当初

ひとり親家庭が抱える課題を解消するため、就業支援、養育費の確保支援及
び経済的支援など総合的な支援により、ひとり親家庭を支援します。

　　　・就業支援員を配置し、職業の紹介、情報提供を実施するとともに、
　　　　資格取得のための講習会を開催
　　　・職業能力開発に係る受講費や訓練期間中の生活費の支援を実施
　　　・低所得のひとり親に対し児童扶養手当を支給
【拡】・養育費確保を支援するため、弁護士による法律相談の実施、
　　　  公正証書等の作成に加え、保証契約の締結に係る費用を補助
　　　・経済的課題を抱える家庭の子どもに対し、模擬試験費用及び
　　　  大学等の受験料を補助する市町村の取組を支援

*母子家庭等就業・自立支援センター新規登録者の就職率：68.6%(2025年度)

1,300,317 R６当初 1,186,225

129,809

多様な発達特性を持つ子ども・若者の自立を支援するため、相談・支援体制
を整備します。

　　　・「発達障がい情報・支援センター」を設置し、発達障がい者及びその
　　　　家族への相談支援等を実施
　　　・発達障がい者支援に関して知識と経験を有する「発達障がいサポート
　　　　マネージャー」を配置
【新】・推進員を配置し、ニューロダイバーシティ（神経学的多様性）の考え方
　　　　の企業への普及啓発や若者の離職防止・就労促進等を実施

*ニューロダイバーシティ推進員による支援対象企業数：30社(2025年度)

92,062 R６当初 79,666
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

17 里親委託・特別養子縁組

拡大事業費
[040801]

こども若者局児童相談・養育支援室 R７予算

◎ 公正な社会の創出

18 多文化共生推進事業費
[040101]

県民政策課 R７予算

【新】
19 長野県外国人政策検討

会議（仮称）設置事業費
[040101]

県民政策課 R７予算

外国人を含む全ての県民が地域社会の一員として等しく活躍できる社会づくり
を推進するために、今後の外国人政策のあり方や現行制度上の課題等につ
いて議論します。

　　　・外国人政策に関わる有識者等による検討会議の設置
　　　・県内在住者（外国人・日本人）を対象とした意識調査や企業等におけ
         る交流促進の研究調査の実施

12,674 R６当初 0

国籍や文化等の違いを認め合い、共に学び、共に地域の活力を創造する多
文化共生社会の実現に向けた取組を推進します。

【新】・外国人県民が県内のどこに住んでいても生活に最低限必要な日本語
　　　　や日本文化、生活習慣を学ぶことができる講座をオンラインで提供
　　　・日本語教育等に係る人材が連携した地域日本語教室を創出・普及
　　　・長野県多文化共生相談センターの運営
　　　・外国人県民のための医療通訳の提供
【新】・災害時に外国人県民への情報発信等を行う「災害多言語支援セン
　　　　ター」等において通訳・翻訳業務に従事できるボランティアを養成

*オンライン日本語教室受講者延人数：240人（2025年度）
*日本語教師養成数：10人（2025年度）
*長野県多文化共生相談センター実施の相談員研修会受講者の満足度：
　85%（2025年度）

34,964 R６当初 37,234

里親委託率の大幅な向上を図るため、里親を新たに開拓してその養育を支援
する「里親支援センター」の設置促進と専門的な支援力の強化を図るととも
に、実親による養育が困難なこどもの望ましい成長を実現するため、特別養子
縁組の拡大を図ります。

【拡】・「長野県社会的養育推進計画（後期計画）」の期間である令和７～11
　　　　年度を集中取組期間とし、施設等に包括的里親支援業務を委託
【新】・里親支援センター等の職員に対し、里親のリクルート、育成及び
　　　　支援等に関する研修を実施
【新】・法令に基づく養子縁組の民間あっせん機関から養子のあっせん
        を受ける養親が支払う手数料について、その一部を補助

*里親等委託率：乳幼児38.4% 学齢期以降16.5%（2023年度）
　　　　　　　　　　 →乳幼児75% 学齢期以降50％(2029年度)
*R7年～11年度：民間あっせん機関を通じた養子縁組のあっせん　年間10件

177,182 R６当初 103,015
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

20 人権尊重推進事業費
[040401]

人権・男女共同参画課 R７予算

◎ 女性が自分らしく輝ける環境づくり

21 男女共同参画推進事業費
[040402]

人権・男女共同参画課 R７予算

22 「女性から選ばれる長野県

を目指すリーダーの会」運

営事業費
[040402]

人権・男女共同参画課 R７予算

女性が活躍できる職場づくりの推進に向けて、企業、自治体等のリーダーの意
識改革を促進します。

　　　・メンバーを対象としたリーダーミーティングの開催
　　　・メンバー拡大に向けて、メンバー以外のリーダー等に向けた情報
　　　　発信等の実施
【拡】・女性同士が悩みや課題を共有できる機会として、働く女性と女性
　　　　リーダーを交えた交流会の実施

*「女性から選ばれる長野県を目指すリーダーの会」新規メンバー数：
　35人（2025年度）

6,131 R６当初

「県民一人ひとりが性別によって制約されることなく、より伸びやかに暮らせる
長野県」を目指して、男女共同参画施策を実施します。

　　　・第６次長野県男女共同参画計画の策定
【新】・地域活動に意欲のある女性の後押し及び参加しやすい環境づくりを
　　　　促進するための意見交換会の実施
　　　・男女共同参画センターにおける県民対象の講座等及び女性相談、
　　　　男性相談の実施

*啓発講座のアンケートにおいて「理解が深まった」、「気付きがあった」と
  回答した者の割合：90%（2025年度）

18,638 R６当初 23,774

9,278

「人権が尊重される長野県」を実現するため、親しみやすく分かりやすい人権
啓発活動を通した県民一人ひとりの人権尊重意識の高揚や、人権問題に直
面した県民への相談対応・支援等、社会経済情勢に応じた多様な手法による
人権施策を推進します。

　　　・県内プロスポーツチーム・長野美術専門学校との連携や講演会の
　　　　開催等による人権啓発の実施
【新】・人権政策審議会を開催し、人権政策の在り方を検討
　　　・人権啓発センター、性暴力被害者支援センター「りんどうハートなが
　　　　の」の運営
　　　・長野県パートナーシップ届出制度の運用
　　　・犯罪被害者等への見舞金の給付及び無料法律相談等の支援の実施
【新】・犯罪被害者等支援体制の更なる充実に向けた検討の実施

*啓発イベントのアンケートにおいて「理解が深まった」、「気付きがあった」と
　回答した者の割合：90%(2025年度)

136,392 R６当初 132,127
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
23 困難な問題を抱える若年

女性等の支援強化事業費
[040801]

こども若者局児童相談・養育支援室 R７予算

◎ 自分にとっての幸せを実現できる学びの推進

24 県民の学び支援事業費
[040503]

県民の学び支援課 R７予算

◎ 多様な学びの環境の創出

25 私立学校振興事業費
[040501]

県民の学び支援課 R７予算
[4,204]

私立学校の教育条件の維持向上や児童生徒等の経済的負担の軽減のため、
運営費補助や授業料の支援などを実施します。

　　　・私立学校教育の質の維持向上のため、運営費を補助
【拡】・「子育て支援活動の推進」を実施する幼稚園に対する運営費の補助
        単価を引上げ
　　　・教育費負担の軽減を図るため、私立高等学校等に在籍する生徒に
　　　　就学支援金を助成
【拡】・子どもを３人以上扶養する世帯の私立専門学校生の授業料等を、所
　　　　得制限なく上限額まで減免
【拡】・長野県私学教育協会退職資金給付事業補助金の補助率を引上げ

12,690,563 R６当初 12,576,670
［Ｒ6.1月補正］

子どもたちにとって学びの選択肢の充実や個別最適な学びを実現するための
取組、また、多様な学びの場の充実を図るイベントやプログラム等を開催しま
す。

　　　・信州自然留学（山村留学）推進協議会の運営、情報発信
　　　・イベント「Learn by Creation NAGANO」の開催
　　　・アドバンス・ラーナーを対象とした自由研究型プログラムの開催
　　　・信州学び円卓会議の準備、開催等

*信州自然留学（山村留学）の留学者数：284人(2026年4月)
*イベント「Learn by Creation NAGANO」の参加人数：300人(2025年度)
*アドバンス・ラーナーを対象としたプログラムの参加者数：40人(2025年度)

16,210 R６当初

悩みや困難を抱える女性が安心かつ自立して暮らせる社会の実現に向けて、
民間との協働により若年女性等への支援を強化します。

【新】・若年女性等を対象としたSNS活用を含むアウトリーチ型の相談、居場
        所の提供、自立支援等を一体的に行う民間団体の活動経費を補助

15,942 R６当初 0

22,377
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事　業　名
［事業改善シート番号］
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

26 信州型フリースクール推進

事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R７予算

◎ 高等教育の振興

27 高等教育振興事業費
[040502]

県民の学び支援課 R７予算

長野県立大学及び同大学院が行う教育研究活動や地域貢献活動を支援する
とともに、県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定
着のため、学生のキャリア形成などを支援します。

　　　・長野県立大学に対する運営費や授業料等減免経費への補助
【新】・教育費の負担がより大きい低所得世帯の経済的負担の軽減を図る
　　　　ため、県内出身者を対象に長野県立大学の授業料等の一部を補助
【拡】・県内外に県内の大学及び短期大学の魅力を発信
　　　・県内高校生の理工系分野への進学意欲を高めるため、県内理工
　　　　系大学生との交流会を実施
　　　・県外大学への立地促進活動の実施　　　　　　　 等

*長野県立大学卒業生のうち就職希望者の就職率：100%(2025年度)
*産学官連携インターンシップ事業の参加学生数(延べ人数)：
　87人(2023年度)→100人(2025年度)

1,241,245 R６当初

子どもたちへの多様な学びの場を確保・充実するため、信州型フリースクール
認証制度により、フリースクール等民間施設の運営を支援します。

【拡】・認証フリースクールに対し運営費を補助
　　　　（補助対象経費の拡充や安心・安全対策の創設等）
　　　・認証フリースクールの運営者や職員等の支援力向上のための研修
　　　　を実施
　　　・不登校児童生徒やその保護者、教育関係者へフリースクール等
　　　　民間施設の情報を広く発信するための総合ポータルサイトを充実
【拡】・学校等との連携を支援する「不登校支援機関連携推進員」を増員

*信州型フリースクール認証数（累計）：60施設（2025年度）

121,501 R６当初 80,174

1,132,824
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